
ll!i1悶現在

人口 88，5官5人(+1，224) 
務 44，121人
女 44，414人

t止手持数 25，324(十2，528)
( ) i号iま前年比

5釘c
f
b
 

びあ 第480母

〔附和341手7丹318，露3滋郵慢特認可]

i題帝政懇談会(産業土木部会)} 

近藩農業のあり方まど諜刻な質問自る

第
1
国
市
政
必
殺
hui術
検

下

問

に

つ

〔

療

臨

際

経

近

総

務

市

幾

葉

町

あ

ハ

溺

長

〕

ば

筋

肉

と

い

う

綴

織

充

分

に

憤

討

し

て

い

え

綴

人

殆

版

に

口

の

治

郊

に

搾

い

‘

ま

す

ま

す

大

変

に

た

め

だ

が

、

小

学

校

側

議

は

約

6
0
0

懇
談
合
(
態
い
て
は
、
開
川
和
町
山
年
度
に
一
一
り
だ
は
附
慨
し
い
謀
総
で
あ
る
が
・
ハ
ウ
機
関
を
総
け
て
い
る
め
で
、
大
型
窓
の
つ
い
て
は
、
持
骨
骨
で
与
る
よ
う
な
形
で
な
る
と
岡
部
う
炉
、
公
共
用
地
内
先
行
設

O
呼
で
も
っ
と
淡
い
。
ま
た
、
沼
地
取

撃

事

会

霊

手

季

語

車

問

ス

望

的

形

成

や

事

経

営

な

ど

謀

議

に

つ

い

て

は

、

こ

こ

に

は

か

つ

て

雪

て

い

き

た

い

。

苦

fな
の

か

@

得

に

つ

い

て

は

、

な

る

べ

〈

守

義

的

余

な

露

五

道

工

事

と

あ

わ

せ

て

す

功

す

る

篤

と

し

て

ま

ら

れ

る

。

今

後

議

控

室

河

と

い

う

の

は

中

か

し

て

著

し

た

い

。

室

主

主

学

愛

用

地

震

を

守

護

T

A

婦
は
、
地
一
花

2

2

E

州
刊
は
な
っ
て
〈
第

2
密

市

政

務

談

会

(

文

教

福

祉

部

会

ぷ

露

地

て

あ

り

約

8
0
0
0部
品

い

葉

地

取

得

は

、

民

間

的

霊

長

分

す

。

て

政

燥

業

ιつ
い

て

鈴

探

し

て

い

き

た

い

。

に

話

し

合

つ

ぜ

い

拳

た

い

。

〔

襲

警

官

教

背

施

設

の

充

実

ι集
中

さ
ん
(
判
制
品
仏
門
品
加
野
隆
康
B
3
r
p
h
(

久
寺

M
M
h
M

門
間
一
九
世
和
夫
会
で
ん
(
下
ヶ
戸
お
は
附
を

官

〉

川

相

制

情

熱

}

〕

お

万

人

を

め

家

す

な

{

残

す

こ

と

は

、

将

来

内

部

市

削

機

秘

的

中

第

2
綴
務
数
割
跡
整
官
(
文
教
橋
被
総
会
〉
本
、
脱
悦
太
郎
内
商
問
出
地
の

喜

聖

路

震

子

市

町

財

政

長

か

叫

誌

で

重

要

な

め

で

、

警

寺

山

制

限

誌

の

王

室

・

意

見

児

童

が

増

え

て

お

り

、

3
・
5
誌

に

す

る

た

め

‘

援

を

詑

も

め

号

、

議

し

な

〈

て

よ

い

方

法

こ

れ

に

対

し

て

奪

、

浴

号

線

的

用

地

企

綴

絞

殺

を

行

わ

な

い

内

の

も

ま

あ

る

か

a

(

山
口
持
ち
ん
〈
続
本
〉
)
並
木
地
絡
を
選
出
品
中
で
す
齢

民

も

i

闘

員

派

的

滋

柚

刊

で

す

か

。

術

館

叫

門

前

後

)

中

市

で

も

積

僅

約

に

叩

制

緩

終

淡

と

新

ホ

地

ぽ

…

北

小

学

校

が

新

設

さ

れ

叫
仇
剖
出
は
ど
う
門
市
長
}
企
業
誘
致
に
れ
マ
券
会
め
ぼ
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
防
隊
約
る
と
附
附
い
た
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
〈
小
削
州
議
一
止
さ
ん
(
下
ケ

州
、
ず
か
。
は
公
害
問
題
が
か
ら
L
M
め

な

援

助

を

し

て

盗

仲

間

休

を

係

官

汁

し

た

い

a

(

教
管
長
〕
並
木
地
絞
め
場
合
は
、
問
)
〉
学
校
を
建
設
す

説

帝

国

選

で

、

重

に

骨

骨

警

検

討

し

た

総

書

れ

て

お

り

、

豊

ぞ

や

っ

て

い

る

務

に

第

1
・
小
学
校
内
叩
ン
主
義
?
淡
る
円
に
校
舎
が
3
抽出内、

線
長
)
湖

E
C金
総
殺
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
っ
て
は
、
均
年
先
的
忠
絞
め
見
送
し
〔
小
川
務
総
さ
ん
〈
下
ヶ
戸
)
〕
ス
!
在
お
学
級
会
す
小
学
?
な
考
議
L
、
土
場
取
得
に
油
機
的
か
か

北
台
i
綿

幽

聞

が

隊

い

0

・
成
方
に
行
か
な
く
て
も
等
し
パ

i
(火
慰
問
的
)
的
進
出
に
よ
る
州
問
人
間
削
粉
総
体
全
然
必
然
川
崎
選
後
、
お
年
度
に
る
と
側
聞
い
た
が
J

傘
れ
ヘ

誌
は
ほ
均
一
j

〈
紋
蹴
目
撃
演
き
ん
(
浅
間
時
間
口
淡
附
附
て
い
け
る
よ
う
な
安
定
し
た
農
織
内
総
指
閣
内
相
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
は
ど
め
よ
関
絞
め
予
定
で
す
。
新
木
地
皮
肉
埼
合
数
制
阿
波
が
予
防
持
的
弱
%
を

し
て
い
る
が
、
的
地
援
に
辻
都
市
計
画
濃
路
が
れ
機
冬
常
方
法
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
下
添
い
。
う
な
回
出
患
を
密
っ
て
い
為
的
か
。
は
、
湖
北
小
舟
マ
ン
モ
ス
化
解
消
と
綬
占
め
ご
お
り
、
今
後
も
人

建築土木部会(25f牢}

仁三三 3校長福祉部会(231'幸i
I%E盟社会衛生部会(26例

各部会iニ
約40名が参加

市
政
怨
談
そ
れ
ぞ
れ
内
部
会
じ
市
災
め
だ
約
胡

会
は
、

8
月
名
が
品
世
銀
し
、
や
剣
山
叩
に
、
そ
れ
ぞ

n
B的
経
鍛
れ
の
抑
制
会
が
テ
}
市
と
す
る
公
共
絡

み
ん
本
部
告
令
殺
を
見
学
し
、
午
後
か
ら
つ
つ
ヒ
務

始
め
と
し
て
、
て
市
長
・
相
官
当
館
即
課
長
を
悩
ん
で

Q
V例
月

4
門
口
の
意
鬼
門
交
換
が
一
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
教
恒
硝
社
務
恋
議
太
木
都
議
で
は
、
滋
悶
叩
問
題

会
、
四
月
《
沼
地
、
排
点
滅
鋭
、
特
来
時
代
孫
子
を
考

目
的
枝
余
儀
式
る
同
開
地
係
ι

敢
な
ど
の
意
見
が
山
両
与

念
柿
閉
会
比
例
れ
ち
文
数
福
祉
部
会
て
は
‘
人
口
州
都

け
て
行
増
に
よ
る
教
育
何
時
相
殺
の
絞
徽
喰
ス
ポ

わ
れ
、

i
ッ
ぬ
設
め
い
品
市
品
、
社
会
衛
生
時
部
会

で
は
‘
筏
孫
子
中
市
が
か
か
え
て
い
る

が
ミ
閲
総
な
ど
に
、
鋭
い
質
問
や
核

心
持
鎖
的
な
立
見
が
次
々
と
山
山
き
れ
、
熱

anv 

気
に
包
ま
札
た
中
で
終
了
L
ま
し
k

町

品
市
民
の
み
な
hmc
ん
的
ω
減
免
を
品
川
酒

仁
も
9
込
み
、
明
闘
の
我
孫
子
の
去

を
水
会
総
か
や
る
牒
動
力
に
し
ご

急
た
い
も
め
む
す
。

ち
1
万
2
0
0
0人
か
ら
1
W
M
3
0
0

0
人
分
的

b
り
あ
て
?
喰
地
域
と
し
て

は
自
由
1
・
2
γ
問
、
給
1

2
、
本

ミ
問
題
に
騒
騒
的
な
意
見

?

?

3

7

2

1

0

4
加

率

i

l

l

-

i

i

;

e

j

l

l

一

守

包

後

し

て

い

ま

す

。

や
王
な
質
問
・
血
品
開
品
流
域
下
水
淡
町
議
紛
状
汎
は
ど
フ
で
す
か
。
ご
み
間
同
閥
は
や
削
終
的
策
カ
が
な
け
れ
は

〔
土
木
慾
幾
〉
流
域
下
水
道
的
概
要
録
渋
L
な
い
的
て
も
っ
と

P
Hす
べ
き

〈
綾
織
必
純
子
さ
ん
(
下
ヶ
戸
)
〕
分
郊
で
は
、
限
移
ザ
年
に
始
ま
り
昭
和
田
年
で
す
紗
求
白
、
お
け
ん
使
用
問
運
気
心
市

収
緩
か
ら
事
時
間
的
P
R
も
也
〈
命
日
間
総
に
鮒
万
人
的
絡
調
憶
を
す
る
も
の
で
す
。
山
中
ル
胤
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

E

終
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
市
災
?
?
行
税
議
‘
図
的
第
4
次
S
ヵ
都
材
料
紛
で

5

〈
釜
銑
)
法
婦
自
誌
の
徐
行
令
考
え

ス
と
寺
、
え
て
い
る
内
で
ナ
か
。
ま
た
省
万
3
0
0
0人
分
を
処
糊
慌
で
怒
る
終
末
て
い
ま
す
a

合
せ
い
州
側
約
は
賊
殺
し
て

可
燃
物
的
中
に
不
燃
物
が
た
〈
さ
ん
入
路
墾
鳴
を
つ
〈
巾
て
い
ま
す
の
で
、
昭
い
る
誌
も
あ
り
、
府
内
漆
動
と
一
ず
る
こ

っ
て
い
れ
叫
が
、
酬
の
い
た
む
原
因
に
も
紛
路
年
に
は
一
部
共
閤
隠
拾
で
き
る
出
品
と
は
U
ず
か
し
い
何
で
、
商
工
会
と
も

か
ゆ
り
、
総
果
的
に
京
回
目
的
続
金
で
仲
間
糊
鴨
川
鳩
で
す
m

我
係
子
市
と
し
て
は
そ
の
う
相
談
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

す
る
こ
と
に
な
る
的
で
、
も
っ
と
貯
沢

1
1
i
i
i
i
l
l
i
t
-
-
l
i
i
i
i
l
i
-
-
i
i
i
i
i
l
l
-
-ー

す

べ

き

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

市

民

町

議

様

が

行

設

に

対

し

常

口

機

応

い

分

野

弱

気

ご

み

の

装

万

言

語

や

映

統

的

向

を

よ

り

に

号

向

け

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

¥

最

後

零

ん

じ

も

裂

し

た

と

こ

ろ

、

…

鯨

反

笈

?

?

、

大

聖

子

管

ま

し

た

。

こ

れ

ら

態

践

で

は

浅

重

役

員

さ

ん

の

負

後

予

こ

沼

一

室

戸

い

警

守

党

は

つ

い

て

は

、

新

年

度

互

に
な
る
と
う
よ
、
?
な
分
別
立
二

Z
H

し

て

い

三

護

あ

る

い

は

霊

策

定

率

的

て

話
臼
而
剛
司
舟
属

不
満
同
意
見
も
で
ま
し
た
的
で
、
一
認
臼
い
一
位

i
い
と
い
ラ
考
い
る
第
二
次
五
ヵ
都
渋
滅
的
中
で
‘

収
集
と
い
う
叫
精
製
に
な
り
ま
し
た
。
防
7

滋
川
様
式
か
'
汽
車
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
ま
い
り
た
い

警

は

…

震

李

主

将

来

の

ほ

年

首

政

想

談

会

を

と

思

い

ま

す

。

王

寺

喜

怒

説

会

委
織
や
資
滅
的
事
利
市
用
な
ど
を
雪
む
カ
開
催
し
た
の
は
い
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
た
め
、
試

く

受

妥

等

で

自

主

的

に

分

税

収

終

日

け

5

で
あ
り
ま
十
基
に
専
門
部
会
に
分
け
義
践
に

を
進
め
て
い
た
ど
け
札
ば
帯
ぃ

z
a
-
-
P

が
、
若
い
を
て
ま
い
り
ま
し
た
が
‘
今
後
遺

芝
、
基
終
的
中
北
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

1
1

た

だ

い

た

方

詰

に

分

け

て

の

紛

議

事

皇

と

い

っ

た

よ

う

な

不

義

を

混

ぜ

る

こ

ヨ

;

々

か

ら

の

卒

婚

を

対

曲

ま

し

た

之

さ

ん

想

技

会

と
め
な
い
よ
う
に

E
し

て

い

ま

す

が

ー

資

第

事

査

委

案

絡

し

?

の

方

々

町

参

加

を

呼

今

後

も

そ

の

よ

う

な

こ

と

が

な

い

よ

う

灼

い

て

、

続

び

か

け

て

ま

い

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

持
び
か
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

合
…
門
大
九
時
仲
タ
イ
干
さ
ん
)
人
口
増
に

w
…
仰
げ
な
い
療
室
も
増
え
る
と
思
い
ま

凶
作
一
が
、
こ
の
障
害
児
向
教
育
、
係
務
付
帥
m

urと
、
養
護
学
校
が
で

Z
ふ
い
て
い

耳
諮
る
が
‘
驚
緩
み
綿
伸
、
制
絞
殺
な
る
か
ら

心
感
持
慾
姦
に
入
れ
る
と
告
す
の
で
は
回
開

騎
政

に
中
巾
り
ま
す
ぐ

暗

雲

表

現

在

詩

襲

撃

鳴
が
あ
り
え
い
る
が
‘
今
後
習
し
て

語

い

く

ぎ

で

す

n

去
、
薬
禁
処
一
へ

鮫
骨
併
す
べ
て
入
れ
る
考
え
は
為
り
ま
せ
ん
。

ι陰
ぃ

〈

第

3
翻

市

政

懇

談

会

(

社

会

衛

生

部

会

)

》

277 



置
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画
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に;コ予
一二コ

歳
入
・
絞
泌
総
額

1
1
i
機
8
5
0
万
円

収
入
済
緩

4
7
悠
4
0
5
6
湾
問
内
・
貰
出
漆
怒

3
4
綴
1
3
4
8
万
m
門

じこ三苧算議
仁ゴ収入鰍

O
H
W
幼いん
y

灯
油
ス
ト
ー
ブ
は
附
泌

禁
付
の
も
的
以
外
は
州
市
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

(
我
孫
千
市
火
災
ヂ
附
条
例
)

6
誌
に
i
M叶
火
災
発
生

姻
慣
出
品
開
額
も
:
綴
8
2
2
万
符

ま
ま
内
物
、
身
浅
か

4
併
に
た
く
さ

ん
あ
る
の
C
は
な
い
で
し
ょ
、
》
か
。

組
山
歎
を
担
…
〈
し
、
訂
札
切
に
消
裂
す

る
奪
臨
時
か
ら
も
こ
の
コ

i
ふ

y
iを
将

開
制
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
の
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ク
ル
の
し
た
り
し
た
こ
と
が
、
小
学
生
ら
し
い
問
詰
議
官
管
1
時
間
消
し
。
義
務
長
ぜ
そ
う
じ
し
ま
L
ょ

O
ア
イ
ロ
ン
が
け
は
ま
と
め
て
一
気

細
長
く
食
い
こ
ん
で
い
る
の
が
、
よ
〈
一
組
対
む
率
的
華
、
禁
法
奏
と
い
う
ゆ
い
と
で
話
さ
れ
た
よ
う
て
Z
E
-
-
g
w
h
率
三
ほ
こ
り
な
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い
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す
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よ
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三
号
、
他
憶
と
の
震
が
劣
勢
己
的
町
内

-δ

警

警

護

れ

‘

て

い

る

こ

と

も

あ

り

、

警

が

も

の

を

と

き

は

取

り

替

え

ま

し

ょ

う

a

一

こ

た

つ

一

ま

し

ょ

う
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で
て
雌
も
般
の
カ
モ
に
ゆ
ぬ
べ
る
と
閥
均
厄
同
月

ι
賢

官

か

ら

淡

水

機

コ

た

よ

う
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す
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明

る

き
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し

て
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す
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大
会
に
出
場
す
る
こ
い
も
刊
で
す
。
で
愉
帆
ワ
特
甘
え
る
と
経
済
的
で
の
こ
た
つ
を
お
る
左
き
は
手
ま
め
に
消
は
余
品
開
会
約
機
し
ま
し
ょ
う
。

(3) 

妥
間
引
く
不
況
的
中
で
機
資
か
ら
線
約
紋
援
、
匂
ι刊
は
.
策
総
後
然
製
品
、

へ
と
陵
町
刊
日
年
3
月
に
関
数
保
守
れ
た
平
家
一
笑
自

Ft阜
、
乳
母
車
な
ど
争
り

間
出
品
交
換
コ
ー
ナ
ー
が
1
紙
卒
岳
町
職
激
増
る
偽
物
が
対
象
で
す
槍

し
、
こ
の
間
に
数
多
〈
的
交
換
が
成
忠
市
民
的
皆
さ
ん
の
お
役
に
告
し
で

し

て

い

家

ず

。

も

役

作

品

て

ば

と

頻

っ

て

い

ま

す
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件
数
ム
ヤ
託
児
る
と
、
希
望
口
問
(
捜
っ
常
総
後
後
は
、
池
繰
り
た
い
物
、
議

て
ア
ざ
い
〉
弔
後
然
防
糊
(
繰
り
ま
す
)
っ
て
欽
し
い
粉
、
安
婦
札
縁
で
連
絡
し
て

と
も
に
義
明
批
父
響
曲
、
乳
幼
兇
用
品
下
き
い
@

が
多
く
る
っ
て
い
ま
す
。
縁
遠
絡
先
高
エ
線
機
級
生
抑
制
派

ま
た
、
月
平
均
町
一
蹴
録
伶
叫
械
で
は
、
盟
(
田
)
1
1
5
1
内
線
2
3
3

く欄品交

オリヱンテーリング大会
12月4S (録)
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比
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1
8
3
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減
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し
て
い
ま
す
。
次
い
で
機
維
(
M
M

・
2
人
一
衣
綴
へ
鴻
的
点
検
を
し
ま
L
子
九
あ
企
た
の
土
地
同
あ
。
た
が
的
判
細
川
L

れ
を
滋
総
別
に
前
年
と
比
べ
る
と
、
明
札
予
4
人
〉
等
の
煩
で
、
般
も
タ
な
い
裁
の
総
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
め
殺
げ
織
で
品
川
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
a
縫
撲
が
刈
胤

訳
機
械
へ
刊
人
制
哨
)
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パ
ル
プ
・
続
へ
m
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燃
は
ブ
ム
(
5
‘
7
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す
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は
総
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し
ょ
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。
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よ
?
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い
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一
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械
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3
5
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減
)
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し
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H
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〉
、
そ
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絞
め
製
品
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U
人

減
〉
等
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減
少
し
て
い
求
十
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次
に
.
従
業
翁
域
機
別
剣
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や
み
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と
、
1
2
m
人
的
小
企
業
が
間
判
事
裁
紛

で
辛
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め
開
2
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《
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議凝り3:1'
羽ドオートパイ {50cc) *カンベ

ット (i商を備する雪量呉)

擦って下さい
省ド Ã 7'-!~襲毒者露著書vt ，.ベピー

ベッド 家主幹行著書 *ひじかげ

いす *ギター 司伝子供F語溜総

務 (21インチ *ni緩 3点セ

ット キダブルベッド湾ソファ

*ベピーパギー偵察 *もちつき器

*ヱ重量周ミシン *議機 本 3議

案事 連絡は宮g2~1151内様233

内殺をする時
知っておきたいこ与と

家内労働手慢を 口約束で辻、

家内労働者向権干1)は守られませ

ん委託者に請求Lて手接交付

を受付、仕事を引き受けるつど、

委託業務町内容、納入させる物

品町数量、工質問単価、納品丹

時期、工賃支払い期日などを記

入 Lてもらい大切に保管Lま L

よフ。

最 低ヱ貨の確認職棋や地域

によって最低工慣がきまってい

ます。工授は原則として、納品

後 1ヵ月以内仁、現金で金在同支

払われます。

*労苦語条件については、労働基

明るい話題

準E主督署へe

iこ、滋害警とはどういうものか、ど

うLて;告すかを治ったかを知って

いただくためにー裁をおすすめし

ますa

I¥-x孫、 i望告主義的窓訂仁お申し

静重要毒事書記母会から中炎公E主主室r.Jl暮~

議長長に、持母語i滋菱重5セット{毛筆石。

ま李総!tJ的容量曽が3うりまし t:.o

I>r普役芸耳専寺玉里言葬祭主主から中タ王公F主

総1:.*Jも綾子時計約喜子宮首が，Jぅηま

した。

出て(下き‘h

(j呆縫諜}

4
 

「
市
¥

(国孟五〉
1>募集人長 男子若手名 f年 鈴

F品)

券業務内事事 水道的関rfltま!ことも

なヲ終念的精察

争爽4吾 1宝転免許マヲirf寺詣

歩喜善祭事寺{給与Il芸員約事ヌif'l

~1上れまかにj事!4ミ手滋支給)

求人約二子M再カぞはiELい至宝'主 券申込 IlllaOflまでに筏絞殺を

訴を忽り、苦霊祭づ汁実行する二と 添えてitr水i護毒事へ

器鵠-3111(水j義務}f果縫雲震では努'H百1土議涯にi震 です。具体的な科淫渓示や栄養士

客約誌を再建縦していますが、続i翠 による栄養tll談を17います。

級生会殺孫子支普sが結成さきれため 1>8島幸 11月208 (B)午泌狂言?

を記念して会員や家主主の手認を中 A 午後5待

心にパンツレ y ト合作成しましたむ 修会事訴 姶i吉為屋地下2階大食君主

飲f爵による曳Il<をく1)j廷し、活 語ijネル

をやめたいと思っている人、父や 1>'"容 或入手l予防食、設校総会

交の飲i苗をやめて ιらいたい家主主 持理展示、栄鎖日誌、食生制1談

16 11BMりア棚肝鈷生持制料集会所
水i H 時-15.00

i ，畳記栂設=市民1桐目3誌丸主 9加-1詑2む叫硲 Iは3.&拍eト.1同6.拓

1[7 ム」」|Iドげ叫ei リ回脅t除老出目-苧a ヰ中aタ宍を公民F閉4女奴Y札l-!l>当1隼.F当主t伝.m弘仁餅師!}--U;， 3却9 
」山 lリジヲテリア・睦陶'"予間接国 鴻北合中央集会叶
ノ、 14.{}O~15 ， OO

]8 J::蜘栢トrti!~間町田-12.0013 …∞
. 1"ジフテリア・磁i草原予防北幸種m 車>;'(Fニ育紅首

主宮 14問 -15.加

n 9J J"図書貸出日寸史公民館開制加"16.30
土

20⑮1"間当番重=3217J;二了産内 '1.)

2]月
帥5
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22*"1lli1lljl't!l8 注目:い抑制
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b言実験の寺重要葉 安)1]1，信念手金約 さ5
l，f霊祭毛主主義主主主総 守役

1>試験滋時葬iH1l53'1'2 .4 5 U 

{ヨ f 午 総10葬者カ

努尊重襲撃獲鈴 ilsfl152年1211各校か

ら8B 子治9時~午後uき

務総1mまたは湿総務I患者4絞殺する

t宵，Jî4' !l弔ヘザ~/B

惨受験挙数料 閉 校 (3紛争I'Jラ

乙綴 (200OfIJ)、係修 (16001の
双子議i争収入総者走者il高付して長時人

砂申書蒔聖書燃 や受験機設f(品交

ヵ月J:J.I竹最上タラ 4αn・:1

蹴uニ学身、 会冬?を!;l:)

1>受験資総 叩f綴滋…:k:γ ・綬JUl大

ピ予約し< 1 ;1;，均等専門γ，~売におし、て

ヵ月以上持¥4

持i危険物取以内気持続験有する者。

砂罪思い合せ 的防本書11i"，)1係

自 (82)2217 

炉コース 布{取り{!ìíj--rt' 央公l~由主

的 7ぽ1111(1チーム 7れ)

惨事参加重量 1 トム・ ZOOOf~

1>問い合せ:申o. i胡1じの 8-4

~8í:主lr(世(日88..8610) ヘハ力、

キでt¥lL)1主んでトI!い"

は主将、了峨t二官賞投協会)

5年!.I'.(ボマイHtJi)的均千

幹線主義人長室 ;をや年主主ごft
争中ld先・ 15主義 >1て…イスカウト

f~ll，子 7討議舎が高級会 f守党 I中子 ilijト

1>'菅1い会宅金 措皐2-1503(絞j仏

房線量警 告i予?守幸吉長υ'JfI長語、に!手 }j院

主義Hlす終え、そめi説〈必然子 .j良

子1m宗治i立II主)

多fヨ各寺‘ 3暴露寺 lIH281! 

最後 てそヨ言者総事立)13H寺~

絞殺Ull事[，{(務総公官)16'き ~

(112主的 (iまたi護持寄与 1 事記号}

主義 ( 6 

f空幹線匂卒者J ができました g そ

グ)llそ的 11内手釦j仁会ったl'片品

目的{湾令jを人れた句作に{岩手三な 1，]

紡ぞず矛

品主主的 liにあわけします。

争問い合せ:申込染谷~t壬 (ß

82…0925)へ

ぐ郵便局から〉

(4) 

軍事年霊童はが吉 5e'，'05ヰ2てす r
年 ty;tkL:!土、お午五っき îfr{~i

がき内ご干IH目を内

とどノれ圭;{百件と切千屯りきは

して ;:5りますー/e.IJυj

れない Jちにお与1くお賢い'1<め iご

さいω (我係 F郵{出h昔)

公民館「盆栽友の会J

作品展

をお滋りしますめで、約j皆様 (11

月初訪) 1ユ王罰金不思とならないよ

うご搭{離をおr可耳、、 L'長考。

o持t撃事納税を事llIl怒れていない持

11月初旬に当税務署警からおz設け

した納付得で約i胡絞(11丹30日}

て"1に二もよ tり}内卦銀Z行.郵N世u均司y

当f悦見f務革争終号へおt納内的ド5怒予

o僚を幸納鋭的おすすめ

rt{わ叶得税i的納税i立、あなたの

ffli~ t:J f'取ですま性ま L ょう。

官 0473-63…1171(紙日純手草刈)

歩8時 11.427日 午前 911年九

歩場際 f~i品子中学校体γ育館

事砂1盤I'l 努 女 般ンンタル{向4立
大守":1E.iま 般に食む) . .t"'f!男 k

ンゲル(市内向中γ1こ取る)

参会後 稔 3001')調 '1'千戸 1001')

b申 込 lIf120日までにハガキで

ぬ孫子市卓球i~思141務所{我骨\ f 

di素手 2-16'1、'1IE縫右官邸-2454) 

定、緩みんながねてから、日秀続

本的新興長:'i51ニ‘懇E空な rJ'ロボ

が之介んぱんに殺をしていますc

不若手品iをえかけたらすぐ 110番

s82-0354 我軒、 f台湾1議会事争議採

HHi;f) 

/ 東葛縁地区云逼¥
¥ 米 ま つ り ノ
本~I!{-{こむいてせぶされるま塁本々

牧町議~t必詐王立ぴ~主ぷUII売会が1m

されます。

争8"幸 11112311 詩吟，，151与を

券会場 Iu，在約吉中学佼保育自立

(除草弘司 11~FIIL Þ1!)Þ華寺 B})

~獲し害事 〈む務免時h\;~t 産主主 !(f

滋@無料配分れをわしの語宇治

400名 千葉う?と・おにき~ Iけな製品

ちつき 1芸能

(孫 1:;'IlJ

石油ストーブは対幾
重宅金善幸霊童付てeずか

手足干名 t'，1i火災予防条例抑止ゐに

より、Ei動?弱火装被内ない WI!Iぇ

1>8時 lHj26H~27 日 午前9 トープは{密閉できな υ ことに総務

擦F話会く〉 時 J 午後 3時30分 づけ h れて‘、ます。 ~JJ!1Uu1rに6聴か

惨丹釘 11丹211:1(ll)雨犬小 IC ~場所中央公民館中底 的ま Lょうゆ t消防署寺)

炉総合中決公民館午.;甘 9時 (U:~ι友の会)

今月の出張徴収

約1廷はJ議後i今i二，ゲ

キ習言炎ごと

人権擁護栂談

行 政 栂 談

@日持 11月25ll (金)

10 :日O'~15 : 00 

@場所技孫子奴請ij

ィ子政連続;宥

テレホンサ一応ス
官記録告かけることにより、

市町議務等がわかりますu

平日は 1週間的議務、日目髄・

休日 tこは、 日目詰・休日告当数日授

がわかります。 (24時I崎町総)
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